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ねぎ立毛品評会が開催されました

ＪＡ茨城むつみ三和地区ここ惚れ人参統一目揃え会が開催されました

５月13日、三和地区ここ惚れ人参統一目揃え会が開催され

ました。新型コロナウイルス対策のため、昨年までは市場関係

者とWeb会議形式でしたが、今回は対面での会議となりました。

三和地区のニンジンは期間をとおして品質が安定しているこ

とから、市場から高い評価を得ています。今作は降雨により播

種が遅れた影響が心配されましたが、無事に例年通りの５月上

旬から出荷が開始されました。

目揃会では市場関係者と意見交換を行いながら出荷規格

を再確認し、部会での意識統一を図りました。例年同様に、

出荷期間中は生産者とＪＡ職員が出荷物検査を実施し、品

質維持に取り組んでいます。

高品質なニンジンを消費者に届けるために、普及セン

ターでは今後もＪＡと連携して、生産力向上を支援してい

きます。

ＪＡ岩井園芸部は５月２０日、夏ねぎ立毛競作会を開催
しました。立毛競作会は５～８月にかけて初夏・夏ねぎ
を対象に計４回実施され、今年で４４回を数える伝統行
事となっています。
まず支部ごとに事前に予備審査を行い、推薦のあった

優秀なほ場について本審査を行います。本審査はJA岩井
園芸部生産委員会、JA岩井営農課、市役所、普及セン
ターの職員があたり、栽培ほ場１４カ所を巡回して株揃
いや管理状況、病害虫・雑草防除状況などを審査すると
ともに、一部を収穫して調整した現物も併せて審査して
います。各支部から選ばれたほ場の管理は行き届いてお
り、技術の高さを感じられました。一方で、４月から続
く長雨で、病害が発生しやすい状況が続き、防除に苦労
している様子がうかがえました。
今後、６・７・８月どりの作型でも同様に立毛競作会

を行い、上位入賞者は９月に表彰されます。また、各作
型ごとの入賞者の栽培管理技術は優良事例集としてまと
め、園芸部員全員に配布し、優良技術の情報共有を図っ
ています。
普及センターでは、今後も高品質安定生産のための活

動を支援していきます。



７月 土壌診断実施日のお知らせ
７月６日（水）、２０日（水）の2回の予定です

・個人の農家の方が対象です。
・受け付けは前日まで可能ですが先着順となりますので、お早
めにお持ちください。電話等での予約は行っておりません。

・１回の診断で５０点までの分析となります。超えた場合には
次回の診断日となります。

・１人あたり５点以内の持ち込みでお願いします。

編集後記

会計年度

農業大学校オープンキャンパス「体験入学会」が開催されます！

最近は、気温もですが湿度が高くなってき

たことでジメジメとした空気になってきま

した。梅雨入りして雨が続いてきたので、

毎朝の天気予報を見ることを忘れないよう

にしたいと思います。皆さんも突然の雨に

はお気を付けください。 山本

体験入学会

① 農大概要説明

② 実習体験

【長岡キャンパス】 普通作・露地野菜

果樹・畜産

【岩井キャンパス】 施設野菜・花

※両キャンパスともに各コースのうち、いずれか

ひとつを選択

③ 学食体験（受講生は無料）

申込先

〒311-3116 TEL：029-292-0719

茨城県東茨城郡茨城町長岡4070-186

茨城県立農業大学校（担当：仲野）

就農を希望する方や農業・動植物に関心のある方を対象に開催されます！

５月18～19日にかけて、普及センター

管内の麦ほ場からヒメトビウンカ第一世代

幼虫を採集し、イネ縞葉枯ウイルスの保毒

虫率を調査しました。その結果、本年度の

保毒虫率の平均は3.0％となり、年々減少

しています(R1:7.9％、R2:4.4％、

R3:3.3%) 。しかし、６地点中１地点で

5.0％以上の高い値となり、引き続き本病

の対策が必要となります（表）。

また、本年はヒメトビウンカの発生量が過去７年で２番目に多く、本病の被害

が大きく懸念されます。そのため、育苗箱施用剤を使用していないほ場や本病の

発生が多い地域では、ヒメトビウンカ幼虫を対象とした本田防除を行ってくださ

い。また、抵抗性品種を作付しているほ場でもヒメトビウンカの増殖源となるた

め、併せて防除を行ってください。なお、本田防除の適期は平年並みで、６月

10～17日(古河市)と予測されています（令和４年５月27日発表病害虫発生予

察注意報第１号参照）。

本病に関連する病害虫発生予察情報は、県病害虫防除所のホームページに

掲載されていますので、随時確認してください。また、農業研究所発行のイ

ネ縞葉枯病防除マニュアルも併せてご参照ください。

表 各調査地点のイネ縞葉枯ウイルスの保毒虫率

写真：イネ縞葉枯病感染株
（県農業研究所より提供）

イネ縞葉枯病対策のため、適期に防除しましょう

内容 体験入学会

長岡キャンパス

(農学科、畜産学科)

岩井キャンパス

(園芸学科)

開催日時

キャンパス

(農学科、畜産学科)

令和4年7月28日(木)

10:00～14:00

令和4年7月28日(金)

10:00~14:00

申込期限 令和4年7月20日（水）

総和2) 三和3) 岩井2) 猿島3)

1)簡易ELISA法により検定

【古河市(総和)及び坂東市(岩井)は県病害虫防除調査、その他は普及センター調査】

2)採集日：令和4年5月18日　検定日：令和4年5月31日　サンプル数：各地点188頭

3)採集日：令和4年5月18,19日　検定日：令和4年5月31日　サンプル数：各地点94頭

4)育苗箱施用剤等による薬剤防除を推進する値

4.3 3.2 3.0保毒虫率(%)1) 5.34) 1.1 1.1 3.2

調査地点
古河市 坂東市

五霞町3) 境町3) 平均


